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旅行の印象と距離感
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1はじめに
　近年、関東地方の高等学校の修学旅行において、公立高校でも飛行機の利
用が解禁となり、北海道・九州・沖縄などを訪れることが可能となった。ま
た海外への修学旅行については、私立高校では、国際感覚の育成と生徒募集
の観点から、全国的に一般化しており、行き先もアジア各国はもちろん、米
国・カナダ・オーストラリア・西ヨーロッパ各国にまで及んでいる。また公
立高校でも西日本では、韓国や中国への修学旅行は決して珍しくはない（第
1表）。さらに修学旅行とは別に、語学研修を目的とした短期間のホームス
テイによる海外研修を実施している例も多い。したがって関東地方の高校を
　　　　　　第1表高等学校の海外修学旅行実施状況
公立高校 私立高校 ?? 計順位 訪　問　国 学校数 生徒数 学校数 生徒数 学校数 生徒数
1 韓　　　　　国 131 19，580 88 19，684 219 39，264
2 中　　　　　国 61 16，193 51 11，266 112 27，459
3 アメリカ合衆国 6 639 93 18，316 99 18，955
4 オーストラリア 6 1，574 56 12，665 62 14，239
5 シンガポール 11 2，081 33 5，817 44 7，898
6 カ　　ナ　　ダ 0 0 27 5，241 27 5，241
7 ニュージーランド 4 1，727 22 3，120 26 4，847
8 イ　ギ　リ　ス 0 0 21 2，889 21 2，889
9 フ　ラ　ン　ス 1 80 17 2，597 18 2，677
10 台　　　　湾 3 323 14 2，318 17 2，641
以下、マレーシア・イタリア・タイの順に、24位のスイスまで続く。
計 233 43，617 455 87，052 688 ！30，669
（平成8年度　文部省国際交流状況調査による）
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例にすれば、修学旅行の定番とも言える新幹線を利用して、歴史的遺産の見
学を目的に京都・奈良や、平和教育の視点から広島を訪れる形は激減し、一
気に1，000kmを越える長距離の旅を経験するようになってきている。ところ
で飛行機の利用によって時間距離が一気に短縮された場合、非日常的な時間
を過ごす旅行に対して、どのようなイメージを抱くのであろうか。とりわけ
10代の若い時期にこのような体験をすると、時間をかけて途中の景色を車窓
から眺めるという楽しみ方を知らずに、目的地を観光することのみが旅行で
あるとの錯覚に陥りかねない。また従来の修学旅行であれば、長時間かけて
目的地に着くことで、日常生活との隔絶性がより強まり、居住地と旅行地と
の景観や文化・生活形態の差異を明確に認識できたが、これとても飛行機利
用では、成果を得にくい。確かに修学旅行において、移動時間を短縮できる
ことは、授業日数確保のための日程の短縮・生徒の健康管理・他校生とのト
ラブルなどの問題を考える上では、学校サイドからみて、評価できる点も認
められる。しかし、本来の目的である学習指導の一環としての修学旅行の位
置付けを考えた場合、これからさらに増加するであろう短期間での長距離移
動の修学旅行が、生徒の旅に対する見方や、目的地までの距離感を大きく変
える要素となりうることは間違いない。
　そこで本稿では、九州への修学旅行と、オーストラリアヘの短期語学研修
を経験した、高校生と同じ10代の中学生へのアンケート調査から、飛行機の
利用による距離感と旅のイメージについて論じてみたい。
II修学旅行・語学研修旅行に関する意識調査
1．調査方法
　現在、栃木県内の公立中学校の修学旅行は、同一市内の中学校2～3校が
1グループとなって、新幹線を利用して関西方面で実施するのが一般的であ
る。したがって、本稿で問題としている飛行機利用による修学旅行に関して
は、私立の中学校を調査対象としなければならない。また海外での語学研修
を実施していれば、国内の修学旅行と対比する上で好都合である。このよう
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な観点から、福岡・長崎での修学旅行と、オーストラリアでの短期間のホー
ムステイによる語学研修を実施している白鴎大学足利中学校にアンケートを
依頼して、生徒の旅に対する意識を調査した。なお質問項目に関しては、今
回の調査の主たる目的である距離感に関する内容の他に、見学地や地理の授
業で取り上げているテーマについても触れている。
2．回答者の特性
　今回の調査は、白鴎大学足利中学校の現3年生が、本年（1999年）3月の
下旬（当時2年生）に行なったオーストラリアでのホームステイと、2か月
後の5月下旬に実施した修学旅行を対象としている。それぞれの旅行の参加
者の状況は、第2表の通りである。回答者の学力に関しては、選抜試験を経
　　　　　　　第2表ホームステイ・修学旅行参加者数
3年1組 3年2組 計　　　％修旅HS 修旅のみ 修旅HS 修旅のみ
男子
女子
?? ? ?? ? 24　　　32．4
50　　67。6
計 30 7 28 9 74　　100。0
　注）表中の略称は下記の通りである。また以下の表も同様である。
　　修旅H　S：修学旅行と語学研修のホームステイに参加した生徒
　　修旅のみ：修学旅行のみ参加した生徒
て入学し、授業時数が公立中学校よりも多い1）ことから、総じて高いと言え
る。しかし地名や地図に関する知識については、入試教科に社会科を課して
いないため、入学時点では公立中学校の生徒と大差なく、1・2年生での地
理の学習内容の理解度の差が、回答に反映されることは十分考えられる。
3．九州修学旅行の調査結果
　修学旅行に関して8問（Q　l～Q8）、ホームステイに関して3問（Q9
～Q11）の回答は、以下の通りである。なお、ホームステイは希望参加であ
るため、58名の参加者のみが回答している。
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　Q1．旅行中、思い出に残った：場所を次の中から答えて下さい。
　　　　（複数回答可）
　　　　A．足利～羽田空港のバス　　B．飛行機　　C．九州内のバス
　　　　D．ホテル　　E．太宰府天満宮　　F．福岡タワー
　　　　G．西部ガスミュージアム　　H．海浜公園　　1．八ウステンボス
　　　　J、グラバー園　　K．大浦天主堂　　L，南山手十六番館
　　　　M，新地中華街　　N。諏訪神社　　0，原爆資料館　　P．平和公園
　　　　Q．稲佐山　　R、野母崎亜熱帯植物園　　S、その他
　　　　　　　　第3表　修学旅行で思い出に残った場所
3　年1組 3　年2組
男 子 女 子 男 子 女 子 計　　％
修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅H　S修旅のみ 修旅HS修旅のみ
A 0 0 2 1 1 0 3 2 9i2．0
B 0 1 4 2 2 2 4 4 　”1…19i4．3
C 3 3 19 3 5 1 13 4 51i11，4
D 6 1 13 2 4 2 12 5 45i10．1一÷一E 2 0 7 1 1 2 11 2 26i5．8
F 1 2 1 1 3 1 7 2 18i4．0
G 3 3 2 0 1 1 6 2 18i4，0
H 0 0 2 2 1 0 0 0 5’1’”1．1
1 6 2 18 1 6 3 16 4 56i12．5’1…J 0 1 4 0 4 0 6 2 17i3．8
K 2 0 1 0 1 1 3 1 g　i2．0
L 0 O 0 0 0 0 0 0 o　i　O．0
M 1 1 13 2 0 0 14 3 34”1”冒7．6
N 0 0 1 0 1 0 0 0 ゑーす”o．4
O 3 2 12 1 6 4 16 4 4菖曽1”10．7
P 2 1 12 0 5 2 8 2 3巨†”7．2
Q 3 3 14 1 3 1 13 2 4蚕il”8．9
R 0 1 4 0 3 1 4 2 15T”3．4
S 0 0 0路面電車 0 0路面電車 0 310．7
福岡空港
計 32 21 129 18 47 21 138 41 447i100．0
一148一
旅行の印象と距離感
　距離感に関する設問ではないが、参加者の興味や関心を調べた結果が第3
表である。今回の修学旅行の行程は、福岡・長崎両県の代表的観光地を巡る
もので、アジア諸国への窓口として発展を遂げている福岡市、西日本最大の
テーマパークであるハウステンボス、古くからのヨーロッパとの接点であっ
た長崎市、平和教育の一環としての原爆資料館など、それぞれの見学地に地
理や歴史の授業で扱う項目を考慮した内容となっている。選択肢が多く複数
回答であるため、結果は分散しているが、「ハウステンボス」は参加者74名
のうち56名（76％）が、思い出に残る場所として挙げている。鎖国時にも長
崎と交流のあったオランダを模したテーマパークであるが、東京ディズニー
ランドに慣れ親しんでいる生徒にとっても、新鮮味がある分、楽しめる見学
地であったようである。事前学習で十分に調査し、行程中もっとも生徒に考
えさせる場であった「原爆資料館」が、見学地としては「ハウステンボス」
に次いで回答を得たのは、修学旅行の本来の意義からみれば評価できること
である。また「九州内のバス」や「ホテル」の回答も多かったが、友人との
交流も修学旅行の一つの目的であるから当然の結果と言える。
　近年、神社仏閣や著名な観光地を訪れる修学旅行を見直し、体験学習を取
り入れた形に変容している例が多くなっている。確かに興味や関心のない生
徒に、寺社や仏像を見せても、何ら成果は得られないかもしれない。しかし
見学直後に学習効果を得られずとも、中・高校生の年代に歴史的遺産や、原
爆資料館のような歴史を証明する施設を訪れることによって、成人に達した
時、精神的な豊かさという目に見えない形で、多大な影響を与えることは間
違いない。したがって異文化を感じさせる町並みを散策し、原爆という重い
テーマに取り組むことのできるこの行程は、修学旅行の成果を長い目でみれ
ば、十分本質を突いていると言えるのである。
一149一
奥澤信行
Q2，学校から福岡空港までの約5時間30分の旅行の感想として、もっとも
　　あてはまるものを次の中から答えて下さい。
　　　A，あっと言う間に着いてしまったという感じがした。
　　　B．旅行の距離としてちょうどよいという感じがした。
　　　C．遠くまで来たなあという感じがした。
　　　D．まるで外国にでも来たような感じがした。
第4表学校から福岡空港までの行程の感想
3　年1組 3　年2組
計　　％男　子 女　子 男　子 女　子
修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ
??…??????12????????1262
0
??42i56．8
18i24．3
10i13．5
4i5．4
計 8 4 22 3 8 4 20 5 74i100．0
　直線距離にして約1，000kmも移動したにもかかわらず、第4表に示したよ
うに、大半の生徒が距離感を感じていない結果となった。また5時間30分の
行程のうち、飛行時間は1時間30分にすぎないため、羽田空港まで約3時間
かけて移動した100kmの距離感よりも、900kmの飛行距離の方が短く感じら
れたとの感想も、数人の生徒への聞き取りから得られた。ところで利用交通
機関の相違によって、旅のイメージは大きく変わるものである。前述した栃
木県内の公立中学校のような、出発地から目的地まですべて鉄道2）による修
学旅行や、バスによる1泊ないし2泊のツアーなどの場合は、出発時点から
旅が始まるという期待感が伴い、継続性のある旅行となる。これに対して、
今回のようにバスと飛行機の組み合わせによって目的地に向かうと、最寄り
の空港までのバスの利用は、無味乾燥な単なる移動の手段としての意味合い
しかない。したがって旅の継続性という点では、空港を境に明確に分割され
てしまうのである。さらに海外旅行のように飛行時間が、空港までのバス乗
車時間よりも長い場合には、空港から旅がスタートするというイメージが鮮
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明になり、また長時間の飛行により、遠隔地まではるばるやって来た感覚を
得られるであろう。しかし国内旅行で飛行機を利用した場合には、東京を中
心にみれば、最遠地の石垣まででも3時問、那覇までは2時間30分で到着し
てしまう3）。さらに主要4島に限れば、鹿児島や女満別でも1時問40分の飛
行時間である。このように移動時間が短縮されることによって、目的地まで
の行程は、旅全体の中で存在意義を失い、目的地の空港が旅行の起点（今回
の修学旅行では福岡）であり、また終点（同様に長崎）となりうるのである。
Q3．今回の修学旅行で飛行機を利用せずに、足利から福岡まで鉄道を利用
　　した場合、何時問かかったと思いますか。次の中から答えて下さい。
　　ただし東京～福岡（博多）間は、最も速い新幹線を利用し、足利から
　　東京までは約2時間とします。
　　　A。約7時間　　　B．約10時間　　　C．約13時間
　　　D，約16時間　　　E，約19時間
第5表　新幹線利用による予想所要時間
3　年1組 3　年2組
計　　％男　子 女　子 男　子 女　子
修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ
??…??…? ????????????????????13i17。6
22i29．7
24i32．4
11i14．9
4i5。4
計 8 4 22 3 8 4 20 5 74i100．0
　最速の「のぞみ」を利用すると東京～福岡（博多）問は4時問49分の乗車
時間となるため正解はAであるが、回答は第5表のように、正解率は17．6％
であった。この設問に関しては、「のぞみ」が平均時速約240kmで、東京～
福岡（博多）間の約1，200kmを運行していることを知っていれば正解を得ら
れる。しかし飛行時間が1時間30分であっても、出発地から5時間30分の行
程を考えると、わずか1時間30分の差で到達できることに、考えが及ばなかっ
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たのではないか。また新幹線の利用を考える際には、おそらく東京から博多
までの路線図を思い描くであろう。航空路の場合には、地図上で2点間を直
線で結んだ最短コース4）を想像するのが一般的であるが、鉄道は途中の都市
問輸送も対象とし、また地形の制約を受けるために目的地までの最短ルート
を設定できないことで距離が伸びるため、かなり時間がかかると考えがちで
ある。したがってBやCの回答が出てくるのも、致し方ないと言える。
　前問で、距離感をあまり感じていない回答が多かったにもかかわらず、こ
の設問では鉄道を利用すれば、九州（福岡）は遠い場所と感じていることが
判明した。つまり地図上における九州、地理で学習する九州は、国内ではあ
るが、居住地からは遠く離れた地域との認識を持っている。しかし飛行機の
利用により、体験に基づいて長距離を旅行したという認識は形成されていな
い。つまり頭で理解している距離感と、実際の旅行によって得られる距離感
との問の差異は、利用交通機関によって大きく異なると言えるのである。
Q4．「九州地方は、関東地方とは違う」と感じたことがらを次の中から答
　　えて下さい。また、その違いについて、特に気のついたことがあった
　　ら記入して下さい。（複数回答可）
　　　A．言葉づかい　　B．人柄　　C，風景　　D、気候　　E．建築物
　　　F．食べ物　　G，交通機関　　H．商店の種類や雰囲気
　　　1．都市の規模　　J．農業地帯の光景　　K．工業地帯の光景
　　　L．観光地　　M．特になかった
　教科書に記述されている九州の自然環境や産業形態、さらに歴史的背景な
どを居住地と比較することで、地域性の差異をどのように感じたかを調査し
てみた。結果は第6表の通りで、教科書には取り上げられていない「言葉づ
かい」「食べ物」「交通機関」などに地域差を感じており、興味深い結果となっ
た。すなわち学習上得られた知識に関心を示すのではなく、上位3つの回答
項目は、いずれも実際に現地へ赴かなければ入手しえない情報に反応してい
るのである。修学旅行の一つの大きな柱である異文化の体験5）を見事に示し
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第6表九州地方と関東地方の差異
3　年1組 3　年2組
男 子 女 子 男 子 女 子 計　　％
修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ
A 7 1 18 3 7 3 17 2 58i20．5
B 1 2 6 0 3 0 7 0 1gi6．7
C 3 1 7 1 4 0 8 3 27i9．5
D 3 1 2 0 0 2 6 1 15i5．3
E 0 1 3 2 2 0 5 3 16i5．7
F 4 1 10 1 6 1 12 3 38i13．4
G 6 1 9 2 2 2 11 3 36i12．7
H 0 1 9 0 3 1 2 2 18i6．4
1 0 1 6 2 3 1 2 1 16i5．7
」 0 0 0 0 1 1 1 3 6i2，1
K 0 0 0 0 1 0 1 0 2i　O．7
L 3 2 7 3 3 1 9 4 32i　IL3
M 0 0 0 0 0 0 0 0 o　i　O．0
N 0 0 0 0 0 0 0 0 0’1’早甲0．0
計 27 12 77 14 35 12 81 25 283i100，0
※特に気のついたこと
　・観光客が多い・福岡には外国風の家が多い・おいしい食べ物が多い・かわいい女性が多い
　・ラーメンよりチャンポンや皿うどんが目につく　・親切で穏やかな人が多い
ていると言えよう。「言葉づかい」「食べ物」に関心を持つことで、そこに住
む人々の生活そのものが見えてくるのである。また「交通機関」の回答をさ
らに聞き取りによって調べると、長崎の路面電車と福岡・長崎の路線バスに
居住地との違いを指摘していた。今回調査した生徒の居住地では、公共交通
機関の整備が不十分で、移動手段は自家用車が一般的である。路線バスにつ
いては、各自治体が民間業者に委託して、高齢者対象に細々と運行している
にすぎない6）。したがって列をなして各方面へと向かうバスの姿に唖然とし
たようである。また路面電車については、初めて目にした生徒が大半で、
「電車に乗る時は靴を脱ぐように。」というバスガイドの冗談を真に受けて、
乗車の際に躊躇したという笑うに笑えない事態も起こったほどである。
　言葉や食文化、あるいは人々の顔立ちや人柄に差異を感じたことで、距離
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感は別としても、居住地とは異なる文化圏を旅行している実感を得たのは間
違いない。このような日常生活の中に地域差を発見できたのは、神社仏閣や
有名観光地の見学より、修学旅行としては意味のあることと言えよう。また
こうした地域差を、自由行動の中で体験していることにも注目したい。観光・
食事・買い物すべてが、御仕着せの行程で実施されていたならば、地域差を
感じることなく、単に九州を往復したにすぎない無味乾燥な旅行となってし
まったであろう。引率職員にとっては、心配の種の尽きない自由行動ではあ
るが、文化の違いを体得させる上では、行程中に必ず盛り込まなければなら
ないのである。
Q5，皆さんが主に観光した長崎県はどこにありますか。下の地図で長崎県
　　に該当する所を塗りつぶして下さい。
?。???ー
ρ
σ
φ
????
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第7表長崎県の正しい位置
3　年1組 3　年2組
計i％男　子 女　子 男　子 女　子
修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ
正答
誤答
7（2）
鹿児島1
3（1）
和歌山！
19（2）
佐賀3
3（0）
　0
6（0）
熊本1
大分1
2（0）
佐賀1
熊本1
18（1）
宮崎1
島根1
4（1）
無解答1
62i83．8
曽　冒　輔－　－　冒　冒
12i16、2
計 8 4 22 3 8 4 20 5 74i100．0
　注）正答の（　）は壱岐・対馬まで正しく解答できた内数である
　中学生に限らず、高校生・大学生、あるいは社会人も含めて、現在の若年
層の地名やその位置に関する知識は、外国は言うに及ばず、国内についても
著しく欠如している7）。したがってこの設問に関しても、正解率は低いもの
と予想していた。しかし第7表のように、正解率は83，8％の高率となり、し
かも壱岐・対馬の島嗅まで正しく答えられた生徒もいた。また誤答に関して
も、「和歌山」「島根」の回答が一つずつあるだけで、他はすべて九州内の他
県を回答している。このような高い正解率は、事前学習あるいは地理の授業
内容から導き出されたもので、「回答者の特性」の項で触れたように、学力
が比較的高い生徒を対象にした調査であることを考えると、一般的な中学生
の正解率は低下することが予想される。
　九州が大陸にいかに近いかを理解させるために、地理の教科書には、福岡
を中心にした同心円が描かれ、プサンが広島、ソウルが大阪、シャンハイが
東京とほぼ同距離にあることが示されている。したがって「九州修学旅行」
と名付けられた今回の旅行では、九州の位置については、前述の学習内容か
ら容易に判断できる。しかし九州内7県から長崎県を解答することは、都道
府県の所在地を正確に指導された経験のない現中学生にあっては、結構難解
である。ただし長崎県については、歴史の教科書に、鎖国時にも唯一の海外
への窓口であったことや、開国時に開港したこと、さらに原爆が投下された
ことなどが記述されており、九州の他県よりも情報量が多いことも正解率の
上昇に関係していると思われる。
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Q6．地理の授業で学習した九州地方を実際に旅行してみて、教科書に書い
　　てある内容を具体的に確認できたことがらを次の中から答えて下さ
　　い。（複数回答可）
　　　A，九州が韓国や中国に近いこと。
　　　B．長崎が鎖国の時も中国・オランダとの貿易の窓口であったこ
　　　　　と。
　　　C，福岡が地方の中枢都市として発展していること。
　　　D．博多湾の埋立てにより人工島を建設していること。
　　　E．高速道路ぞいにI　C生産の工場がみられること。
　　　F．筑紫平野は九州を代表する農業地帯であること。
　　　G．何も確認できなかった。
第8表　教科書に記述された内容の確認
3　年1組 3　年2組
男 子 女 子 男 子 女 子 計　　％
修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ
A 0 0 14 1 1 1 10 1 28i19．6
B 5 6 11 3 4 3 15 5 52i36。4
C 5 5 9 2 4 4 2 3 34i23．8
D 2 2 9 1 0 1 5 1 21i14．7
E 0 0 0 0 0 0 0 0 6’1’”o，o
”十”F 0 0 0 1 0 0 0 0 1i　O．7
G 0 0 1 1 3 0 2 0 ”i…7：4．9
計 12 13 44 9 12 9 34 10 143i100．0
　回答項目のA～Fは、いずれも教科書に記述されている内容である。第8
表の結果をみると、見学ポイントの多かった長崎と福岡の2都市の市街地に
のみ関心が向いており、バスでの移動の際に確認できる事項には反応がみら
れない。既述のように、飛行機の利用により、東京～福岡間の景観の確認は
省かれているが、同様の現象が九州内の移動においても認められる。すなわ
ち都市間あるいは見学地間の移動時は、車内で雑談しているか、睡眠中かの
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いずれかである。したがって回答項目のEやFに関しては、筑紫平野の土地
利用の変容を、目で見て、教科書の内容を確認できる格好の機会であったに
もかかわらず、これを指摘した生徒は、皆無に近かった。おそらくバスガイ
ドも、これらのチェックポイントは観光地ではないので、車内での説明を省
略したのではないかと思われる。
　修学旅行の目的は、確かに地理的事項の確認のみではない。集団行動によ
る協調性の酒養・友人関係の構築なども大切な目的である。しかし最大の目
的は、日常生活から脱却し、旅行先の文化や景観に触れて、居住地との差異
を確認することではないだろうか。バスでの移動中に、バスガイドの通り一
遍の説明だけでなく、引率教員あるいは事前に確認ポイントを分担させた生
徒が、解説を加えるぐらいの積極性が欲しいものである。
Q7．今回の修学旅行にあたって、旅行先についての予備知識をどのような
　　方法で入手しましたか。次の中から答えて下さい。（複数回答可）
　　　A．旅行先についてあまり関心もなかったので、予備知識を持
　　　　　っていなかった。
　　　B．学校で作成した「旅行のしおり」を読んだ。
　　　C．九州に関する旅行雑誌を読んだ。
　　　D．九州へ旅行に行ったことのある人から話を聞いた。
　　　E．現在のことだけでなく、歴史的な面からも参考になる本を読ん
　　　　　だ。
　　　F．九州に関するビデオを見た。
　　　G．インターネットから必要な情報を入手した。
　　　H．旅行会社のパンフレットを参考にした。
　　　i，その他
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第9表　旅行先に関する予備知識の入手方法
3　年1組 3　年2組
男 子 女 子 男 子 女 子 計　　％
修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ
A 1 1 0 0 2 0 0 0 412．8
B 4 3 20 1 6 3 20 5 62i43．7
C 4 1 13 2 1 1 6 4 32i22．5
D 2 0 1 0 1 0 4 2 16－1”一7．0一｛一一E 1 0 1 0 1 2 2 1 8i5．6
F 0 0 0 0 0 0 1 0 1i　O．7
G 2 1 0 0 0 0 1 0 412．8
H 1 0 7 1 1 1 7 0 1萌2．7
1 0 0九州旅行 ガイド噺2 0 0 0 0 3i2．1
経験あり
計 15 6 43 6 12 7 41 12 142i100．0
　今回の修学旅行で使用した「旅行のしおり」は、旅行業者の作成した既製
のものではなく、修学旅行実行委員の手による生徒の作成した独自の内容と
なっている。見学地の記述も、大半が旅行雑誌の抜き書きではあるが、二言
三言生徒のコメントが添えられており、またイラストも多用して、生徒が関
心を持てるような体裁である。したがって大半の生徒が、事前に目を通して
おり、行程を単に確認するだけでなく、見学地についての予備知識もここか
ら得ている。さらに見学地での名産品や食事など、生徒の最も関心の高い情
報は、J　TBで発行している『るるぶ』などの旅行雑誌8）により入手してい
る。しかしこれらの情報源も、Q6の項で触れたように、観光ポイント間の
移動中に展開される学習項目についての記述は皆無と言える。したがって今
回の旅行の場合、九州内の発地である福岡空港から、着地の長崎空港までを
一つの流れとし、観光ポイント以外の途中の景観にも、生徒の関心を持たせ
るためには、入念な事前指導が必要となるのである。
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Q8，修学旅行全般の感想として、もっともあてはまるものを次の中から答
　　えて下さい。
　　　A．国内ではあって＝b1，000km以上離れている九州の事物は、すべ
　　　　　てが新鮮に感じられ、感激も大きかった。
　　　B．足利からわずか5時間30分ほどで行けるにもかかわらず、関東
　　　　　地方と異なる事物に接することができて驚いた。
　　　C．九州とは言っても日本国内であるから、関東地方との差はあま
　　　　　り感じなかった。
　　　D，飛行機を利用せず、鉄道や船でもっと時間をかけて訪れたら、
　　　　　感激がさらに大きかったかもしれない。
　　　E、その他
第10表　修学旅行全般の感想
3　年1組 3　年2組
計　　％男　子 女　子 男　子 女　子
修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ
??…??…? ??????????????　　10
　　　5
　　　1
　　　2
感想なし
人柄の良さに感動
???22i29．7
36i48．6
7i9．5
7i9．5
　”1…
2i2．7
計 8 4 22 3 8 4 20 5 74i100．0
　第10表の結果で注目したいのは、九州の事物に関東との相違を認識し、感
激もあったとするA・Bに回答が集中したが、その背景として1，000kmとい
う距離感を伴った回答Aよりも、わずかな旅行時間であるにもかかわらず、
異文化を体験できたとする回答Bの方が多かったことである。景観・文化・
人々の生活などは、距離を経るに従って、徐々に変化するものであるが、飛
行機の利用によって、一気に異なる文化圏に足を踏み入れたことで、そのショッ
クは大きかったものと推測できる。そしてその衝撃は、九州の見学地・食事・
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生活環境・景観などの点における関東との差異に依拠しており、飛行機が時
間距離を大幅に短縮している点に基づくものではない。すなわちわずか5時
間30分で1，000km以上の距離を移動したことには、大した感動を覚えていな
いのである。この点においても、足利～福岡問の行程は、目的地までの単な
る移動の時問帯として理解されており、往路でこれから見聞きする未知なる
ものへの期待を高め、そして復路で楽しかった思い出を反笏するという時間
帯としては認識されていないと言える。
　中学・高校時代に異文化に接することは、その後の人生において、幾分か
は物の考え方に影響を及ぼすであろう。そしてカルチャーショックが大きい
ほど、多様な考え方を生むであろうことも推測できる。そのような観点に立
てば、飛行機によって目的地までの時間距離を短縮した方が、ショックは大
きいので、好都合と言える。しかし外国を訪れるのであれば、ほとんどの場
合、飛行機を利用せざるをえないので仕方ないとしても、国内の異文化を理
解させるためには、目的地まで時聞をかけて移動し、景観の変化や地域性の
差異に気付かせることも大切な体験である。また日本の国土は狭いと思い込
んでいる9）生徒が多いので、時問をかけて移動することで、意外に日本が広
いという事実を理解させることもできる。修学旅行で移動時間をなるべく短
くする方向にあることは、冒頭で既述したが、また反面、時間をかけること
によって得られる学習効果にも着目しなければならないのである。
4．オーストラリア語学研修旅行の調査結果
　以下の質問項目については、オーストラリアでのホームステイによる語学
研修に参加した58名の生徒が回答している。なお見学地やホームステイ先の
状況については質問せず、移動距離や時問距離についてどのような感想を持っ
たのか、九州修学旅行や国内旅行との比較して、その差異を問う内容となっ
ている。
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Q9、オーストラリアヘは9時間ほど飛行機に乗りましたが、往復とも機中
　　で睡眠をとりました。これに対して、今回の修学旅行では昼間の時間
　　帯に足利～九州間を移動しました。このことに関する感想として、もっ
　　ともあてはまるものを次の中から答えて下さい。
　　　A、飛行時間は長かったが、機内で寝ていたので、オーストラリア
　　　　の方が近く感じた。
　　　B．昼間の時間帯に移動したとは言っても、飛行時間が2時間弱だっ
　　　　たので、九州の方が近く感じた。
　　　C．「オーストラリアは外国」という意識が強く働き、遠くまで来
　　　　たなあと感じた。
　　　D、オーストラリアも九州も旅行という点では同じで、距離や時間
　　　　の感覚に大差はないと感じた。
第11表　オーストラリアと九州の距離感の相違
3　年1組 3　年2組
男　子 女　子 男　子 女　子 計　i％
A 0 0 0 2 2　i　3．5
B 2 7 2 6 17i29．3C 6 11 5 9 31　i53．4D 0 4 1 3 8　i13．8
計 8 22 8 20 58　i100．0
　飛行時間で6倍もの差があったためか、夜行便であっても長距離を旅行し
たという感想が、第11表のように過半数を占めた。この背景として、夜行便
とは言うものの、恐らく機内は友人との語らいで興奮状態にあり、熟睡など
できる雰囲気でなかったことは容易に推測できる。また海外旅行であるとい
う意識が国内旅行とは異なった緊張感を生み出し、成田空港到着時からすで
に気持ちが高揚していたようである。すなわち福岡への機中が単なる移動の
時問であったのに対して、シドニーまでの飛行機の旅は、シドニー近郊の観
光やホームステイ先での語学研修と同様に、オーストラリア研修旅行におい
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て、生徒の興味関心を惹く一場面であったと言える。したがって9時間の飛
行時間は言うまでもないが、外国へ出かけるという意識が、距離感を増大さ
せているのである。このことは飛行時間2時間30分程度のソウル、3時間程
度のシャンハイ、3時間30分程度のペキンやグァムなどの近距離の国際線で
あっても同じことが言える。つまり国内旅行と異なり、飛行中も目的地と同
様に旅行の楽しみの一部と認識され、飛行距離に関係なく、遠くまで来たと
いう心理状態になることを意味している。すなわち国内線の飛行時間は、東
京を中心に考えれば、沖縄以外はいずれも2時問以内であることをすでに述
べたが、周囲を海に囲まれたわが国では、2時間以上の飛行は、海を越えて
外国へ向かうことに他ならない。またヨーロッパのように陸続きで他国が隣
接している訳ではなく、海によって大陸と隔絶された文化圏を構成している
日本の場合、フランス人がドイツを訪れるような感覚で外国を旅行すること
はできないのである。
　以上のように、距離感を感じる旅行は、移動距離よりも飛行時間が問題と
なる。さらに国内よりも外国を訪れることで、気持ちの高揚と共に、飛行中
も訪問先と一体化して、より距離感は増幅されるのである。
Q10．オーストラリアと九州を比較した感想として、もっともあてはまるも
　　のを次の中から答えて下さい。
　　　A，外国と日本の違いにカルチャーショックを受け、オーストラリ
　　　　　アの方が感激が大きかった。
　　　B，国内でも見たことのない事物に触れ、また戦争の悲惨さに衝撃
　　　　　を受け、九州の方が感激が大きかった。
　　　C．どちらへ行っても、さほど感激することもなく、どこも同じだ
　　　　　なあと感じた。
　　　D．オーストラリア・九州それぞれに外国と日本の良さを発見で
　　　　　きたので、両者を比較することはできない。
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第12表　オーストラリアと九州を比較した感想
3年1組 3年2組 計　i％男　子 女　子 男　子 女　子
A 4 6 3 3 16　i27．6
B 1 3 0 1 5　i　8．6
C 0 0 2 0 2　i　3．4
D 3 13 3 16 35　i60．3
計 8 22 8 20 58　i100．0
　旅行日数・旅行目的・宿泊形態など、語学研修と修学旅行のそれぞれの内
容に大きな差があるため単純に比較はできないが、あえて両者を比較した感
想が第12表の回答となった。性質の異なる旅行の比較であるため、回答Dが
多くなることは予想できたが、外国旅行の感激の大きさから、回答Aとは僅
差ではとの見通しは覆された。オーストラリアヘの語学研修は、ホームステ
イ先に1人あるいは2人で宿泊したため、参加者全員で行動する行程はごく
限られており、楽しみよりも不安感が先行したようである。したがってカル
チャーショックを受けることは、出発前から覚悟の上であった。これに対し
て、九州修学旅行は国内でもあり、気持ちの上でかなりリラックスしていた
と言える。また日程的にオーストラリアの後に九州へ出かけたことも、修学
旅行前の気持ちに高ぶりが感じられなかった理由の一つと考えられる。この
ような緊張感の乏しい状態で九州を訪れたため、見聞きする事物に、Q4の
項で触れたように、関東地方と異なる点を発見し、それなりのカルチャーショッ
クを受けて、回答Dの比率が高くなったと考えられる。
　このように旅行前の気持ちが、回答に反映されたわけであるが、他にもこ
の結果をもたらした理由が考えられる。それは修学旅行と語学研修が、異なっ
た環境で実施されたことが、旅行の印象に大きく影響を及ぼしている点であ
る。オーストラリアでは、シドニーの中心部を除けば、ホームステイ先を含
めて、大自然の中で過ごしたのに対し、九州では都市内部あるいはオランダ
旅行の疑似体験のできるテーマパークというような、人工的に構築された空
問の中の旅行であった。このように異質な景観を旅行したことで、それぞれ
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の良さを発見できたのであろう。修学旅行を九州ではなく、大自然が観光ポ
イントの北海道で実施したならば、外国という要素が加わる分、オーストラ
リアの感激が強く、回答Aの比率が増えるか、あるいは景観的な差異を感じ
ないために、回答Cも多かったかもしれない。外国と日本のそれぞれの良さ
を体験できた点で、オーストラリアと九州の組み合わせは理想的であったと
言えるのである。
Q11．外国と国内を旅行することについて、あなたはどのように考えますか。
　　もっともあてはまるものを次の中から答えて下さい。
　　　A．若い時に外国を訪れることで、幅広い考え方ができるようにな
　　　　　るので、積極的に外国を旅行するべきだと思う。
　　　B．国際化という問題を考えるためには、まず自分の国を正確に認
　　　　　識すべきで、日本国内を旅行するべきだと思う。
　　　C．外国であれ、国内であれ、チャンスがあれば貧欲に旅行をして、
　　　　　見聞を広めるべきだと思う。
　　　D．今の時代に、海外旅行の経験がないのは恥ずかしいので、目的
　　　　　がなくても外国を旅行するべきだと思う。
第13表　外国旅行と国内旅行に対する見方
3年1組 3年2組 計　i％男　子 女　子 男　子 女　子
A 2 7 2 7 18　i31．0
B 1 0 2 0 3　i　5．2
C 5 15 4 13 37　i63．8
D 0 0 0 0 o　i　O．0
計 8 22 8 20 58　i100．0
　前問と関連した内容であるが、結果は第13表のように、回答Cが約6割と
なり、前問の回答Dとほぼ同じ比率となった。アンケート用紙を個々にみる
と、QIOでDと回答した生徒は、その整合性を意識してか、本問ではほと
んどCに回答している。またこのアンケートは無記名で実施したが、さすが
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に回答Dは、常識を問われるのではと感じたのか皆無であった。回答Bにつ
いては、国際化あるいは国際交流などの言葉のみが一人歩きして、自国の文
化について十分な知識もないまま海外に出かけている状況を批判した内容と
なっているが、中学生にはその意図が十分に伝わらなかったようである。
　回答Cの比率が高かったことは、前述の整合性云々を考慮しなければ、中
学生の若い世代が旅行先として、外国・国内の双方にその意義を見出してい
る点で頼もしい結果と考えられる。ともすると国内旅行を軽視し、外国での
み異文化を体験できるものと錯覚している現状を正す上からも、特に中学生
の段階では、国内の主要観光地、とりわけ人の手によって作り上げられた都
市や建造物を見学することは、その後の外国旅行に際し、自国の文化と比較
する上で必要条件と言える。中学生の時代に、幸いにして外国と遠距離の国
内双方を、日数を置かずに旅行できる体験をした本問の回答者が、外国一辺
倒に陥ることなく、国内旅行にも関心を示しているのは、旅行に対する考え
方として非常に望ましい姿なのである。
1”旅行における距離感
　修学旅行と語学研修に関するアンケート調査の結果は、以上の通りである
が、ここで距離感と旅のイメージを再考してみたい。九州の修学旅行におい
ては、飛行時間わずか1時間30分の国内旅行であったことにより、飛行機の
行程が、単なる移動の時間として認識されていた。また羽田空港までのバス
も同様に、移動の空間であった。したがって修学旅行の出発点は福岡空港で
あり、終着点は長崎空港で、九州内のみが行程として認識されており、1，000
km以上移動したにもかかわらず、その距離感をあまり感じていない結果と
なった。しかし関東地方との景観や生活環境の差異には感動を受けており、
短時間のうちに異文化体験できたことで、その感激はより増大されている。
これは飛行機の利用があったればこその結果ではある。ただ歴史的背景を伴っ
た文化の変遷や、景観の移り変わりには地域的な継続性があり、特に景観に
ついては、目的地までの主要都市やその都市圏を通過し、地形や植生の変化
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を確認しながら、ある程度時間をかけて移動することで、その変容の過程を
理解できる。カルチャーショックは小さいかもしれないが、目的地までの行
程で時間をかけることにより、異なる文化圏へ至るまでの地域的差異を確認
できるのである。
　語学研修に関しては、外国への旅行という意識が強く心を支配し、九州の
場合と異なり、旅行の重要な部分として認識されていた9時間の飛行時間も
関係して、長距離の移動が旅の感動をより大きくしている。また日本との時
差が1時間で、時差ボケをほとんど感じず、9時間の飛行時間を日常生活の
9時間と同じ時間経過で捕えられたことが、距離感の確認に影響したようで
ある。そして、日本から手軽に行ける東南アジア諸国の場合でも、時差が2
時間以内であるから、同様の感覚を得られ、普段の時間の概念で距離感を把
握できることを意味している。外国という未知なる場所への訪問という期待
感が、旅の印象をより鮮烈にすることは言うまでないが、いくら飛行機利用
で時間を短縮できるとは言っても、3，000km以上を移動するという事実が、
とりわけ旅行前に地図上で確認されていれば、より訪問地のイメージが膨ら
むことは間違いないと言える。今回のオーストラリア語学研修において、成
田～シドニー間7，800kmの移動は、現地での思い出をより強烈に心に焼き付
けるために、必要不可欠な要素であったのである。
IVおわりに
　本稿では、修学旅行と語学研修から旅行一般にまで、「距離感」をキーワー
ドにして論を進めてきたが、最後に改めて中学・高校生の旅行について言及
したい。冒頭述べたように、現行の修学旅行は、教育課程の改訂や学校週5
日制の問題に関連した学校行事の見直しの中で、その実施期間が短縮される
方向にある。したがって国内においても遠隔地で実施する場合には、飛行機
を利用せざるをえない状況が出現している。また私立校においては、生徒募
集の観点から海外への修学旅行、あるいは授業を補う意味で、語学研修を兼
ねた海外旅行が増加している。しかしいずれの場合も、友人との語らいの場
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としての飛行機の移動にはそれなりの意味を見出せるが、訪問地までの通過
地域をも学習対象とした旅行は不可能になってしまったと言える。景観の地
域性や日本国土の都市圏の連携性を重視する地理学の立場からすると、これ
は誠に由々しき事態と言わざるをえない。一般に暗記科目と呼ばれている中
学校や高校の「地理」のイメージを払拭するためには、地域性の差異に気付
かせることが最も効果的なのである。従来の行程の修学旅行であれば、ある
程度指導のできたことも、飛行機利用によって困難になってしまった。今一
度修学旅行の原点に立ち戻り、時問をかけて地域の移り変わりを学ばせたい
ものである。
　修学旅行では日程的な問題のほかに、費用の点も避けて通れない問題であ
る。往路と復路で異なる交通機関を利用すると割高になってしまい、保護者
への負担が増大してしまう。この問題が解決できれば、今回の九州修学旅行
に際して、往路で新幹線を利用することにより、前述の地域性の差異を学ば
せることが可能となろう。飛行機利用と比べて、足利～福岡（博多）間で2
時間弱の時間差であるから、一考に値すると思う。そして往路で九州までの
距離感を確認し、復路で飛行機を利用することで、時間短縮の上で飛行機の
果たす役割を再認識できるのである。
　「遠くまで行くのは大変なこと」という当たり前のことを、飛行機利用で
体験できなくなったのは、悲しむべきことである。中・高校生を含め、若い
うちに時間をかけ苦労して長距離を旅行することは、その後の人生において
何らかのプラスとなるのは問違いないのである。
　今回のアンケート調査にあたり、白鴎大学足利中学校校長の阿左美正俊先
生、同教頭の阿部英之先生、同教務主任の堀口智津子先生、同3学年担任の
新井重利先生・橋本久子先生、同3学年の74名の生徒の皆様から、多大なる
御協力を頂きました。ここに記して、心より御礼申し上げます。
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注
1）週39時間の授業を行っており、特に国語・数学・英語の授業時間数が多
　い0
2〉出発地から在来線利用の臨時電車で上野まで行き、山手線に乗換え、東
　京から京都まで新幹線を利用している。
3）国内最長路線は、札幌（新千歳）～沖縄（那覇）間の約2，200km、飛行
　時間3時間35分である。
4）実際の航空路は、航空管制上定められた定点を通過するので、2点問の
　最短コースではない。
5）一般には海外での体験を指すが、国内であっても文化圏が異なれば、使
用して差支えないと考える。
6）調査対象の生徒の居住地は、地元足利の他、群馬県の太田・桐生・館林
　などに集中しており、これらの都市では、以前東武鉄道によるバス路線網
　が整備されていたが、平成3年以降、経営不振で撤退してしまった。
7）小学校や中学校において、地名に関する学習が不十分である点について
　は、拙稿（1998，「地名に関する知識の欠如について」白鴎女子短大論集
第22巻第1号）を参照のこと。
8）昭文社発行の『マップルマガジン』も『るるぶ』と同様に、県別に毎年
発行されており、観光スポットについては詳述してあり、旅行雑誌の定番
　として評価が高い。
9）日本の国土の面積は、アメリカ合衆国・ロシア・中国・オーストラリア
などの国々の国土がいかに広いかを認識させるために、比較されることが
多い。しかし生徒には、これらの国が広いことよりも、日本が狭いとの印
象を植え付けてしまう結果となっている。
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